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はるな　みきお　ジャーナリス

ト　NPO，主人イ／テリン工ンス

研究所理事。共同邁信ニュー

ヨーク特派員、ワシントン支局

長、待別編集委員などを歴

任。2007年かっ10年まで名古

屋大学教授を務めたほか、外

務省「いわゆる『雷的J問題に

関する有識者委員会」委員を

務めた。専門はアメリカ政治

憎壊犠関、安全保障．

瑞宿根先考作美
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東郷和彦さん　励務継続長）インタビュー　譲磐

l
吉田・アチソン交換公文（抜群）
1951年9月8日

合衆国国務長官から
内閣総理大臣にあてた書館

日本国は、施設及び役務を国際連合加

盟国でその軍隊が国際連合の行動に参加し

ているものの用に供することによって、国際

連合の行動に重要な援助を従来与えてきま

したし、また言児に与えています。

当穀一文は二以上の加盟国がこのような

国際連合の行動に従事する軍隊を日本国

内及びその間近において支持することを日

本国が斉し且つ容易にすること（屯）を、寅国

政凧こ代って確認されれは幸であります。

内閲総理大臣から
合衆国国務長官にあてた書館

本大臣は、貴長官が次のように通報され

た本日付の貴簡を受領したことを確認する

光栄を有します。

日本国における国際連合の軍隊の地位に関する協定（鵬国連軍地位協定）
1954年6月1日公布

第5条（抄）

1国際連合の董隙は日本国にお直る施設（当該施設の運営のため必要な現存の整備備品及び定

着物を合も．）で、合同仝毅を通じて合意されるものを使用することができる。

2　国際連合の軍隊は、全国会漉き返し日本国政府の同意を得て、日本国とアメリカ合衆国との周の安

全保障条約に塞いてアメリカ合衆国♂使用に供せられていろ施設及び区域を使用することかできろ。

藤山外相とマッカーサー駐日米大使が署名したとされる
朝鮮議事録日本語要旨（仮訳）
1960年1月6日

マッカーサー大使　靭鉾半島では、米国の軍隊か直ちに日本から軍事戦闘作戦に着手しなけれは、国

連軍部隊は停戦協定に逗反した武力攻撃を壁退できない事態が生じ締る。そのような例外的な緊急疎

短が生じた轄全日本（こおける基地を作戦上使用することについて日本政府の見解をうか机、たい∩

麓山外相∴在韓国連重に対する攻掛二よる緊急重態（こおける例外的措置として＿停戦協定の違反によ

る改悪に対して国連軍の反磐が可能となるようI二田連続一司令部の下にある在日米軍によって面ちに行

う必要がある戦闘乍瀞手動のためlこ日本の施設区域を使用され得ろ（nlaybeused）、というのが日本

政府の立場であることを岸総理かゥの許可を得て発言する。

佐藤栄作総理大臣とリチャード・M・ニクソン大統領との間の共同声明
（抜枠）1969年11月21日

総理大臣と大琉領は、常に、朝皇韓島（こ依然として緊測大熊が存在することに．王目した。総理大臣は朝鮮半島

の平和維持のための国際連合の努力を高く評価し、強国の安全は日本自身の安全にとって緊要であると述べた。

ナショナル・プレス・クラブにおける佐藤栄作内閣総理大臣演説（抜粋）
1969年11月21日

万一韓国（ニ対し武力攻髭が発生しこれに対処するため米配が日本国内の施設、区接を戟制作戦行

動の発進基地として使用しなければなっか、ような事態が生じた場合（二は、日本政府としてはこのような

認識に立って、事前協誰に対し前向きに、かつすみやかに態度を決定する方針であります。

37

日
本
復
帰
前
、
米
軍
は
沖
縄
に
数
多
く
の
核
兵
器
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
こ
の
「
大
量
破
壊
兵
器
」
は
復
帰
と
と
も
に

持
ち
去
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
で
緊
張
が
高
ま
る
な
か
、
核
兵
器
か
再
び

持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
た
う
つ
か
。
核
持
ち
込
み
を
可
能
と

す
る
日
米
の
「
密
約
」
に
詳
し
い
専
門
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

核
兵
器
の

「
貯
蔵
」
と
「
通
過
」
を

つ
U
て
話
し
合
う
た
め
米
国
ワ
ン
ノ
ト
ノ
　
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
当
時
の
佐
疎
栄
作
首
椙
（
左
）

と
〓
ウ
ノ
／
大
統
領
。
（
提
供
／
A
P
 
A
F
L
0
）

1
9
6
9
｛
エ
日
月
1
9
日
、
沖
縄
返
還
に

つ
い
て
話
し
仝
三
一
ノ
た
め
i
木
五
一
ワ
ン
／
ト

1
9
6
9
年
1
2
月
0
0
日
、
舞
鶴
里
納
材
に
あ
っ
た
恩

納
ミ
サ
イ
ル
基
地
（
当
時
）
か
ら
の
抱
圭
が
決
ま
り
、
マ

ス
コ
ミ
に
公
開
さ
れ
た
核
ミ
サ
イ
ル
メ
ー
ズ
日
。
〈
綻

快
　
弁
梼
タ
イ
ム
ス
＝
共
同
通
信
イ
メ
⊥
ン
ズ
）

I
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
を
「
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
の
非
核
三

原
則
を
「
国
定
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

北
朝
鮮
（
朝
鎧
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）

の
核
　
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
対
し
、
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
」

を
口
に
し
ま
し
た
。
塞
悪
の
事
態
と
し
て
、

核
兵
器
に
よ
る
北
朝
鮮
攻
撃
の
可
能
性
が

セ
ロ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
楊
合
、
米

本
土
か
ら
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
に
近
い
基

地
、
す
な
わ
ち
在
日
米
軍
基
地
に
核
兵
器

倉
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
の

で
i
種
う
か
。

い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
関
越
の
前
に
、

在
日
米
群
基
地
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
ょ
う
。
拙
著
『
仮
面
の
日
米
同

盟
」
（
文
春
新
高
）
で
詳
述
し
た
と
お
り
、

私
が
入
手
し
た
1
9
7
1
年
の
米
政
府

機
密
文
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

り
ま
す
。

（
在
日
米
軍
は
日
本
本
土
を
防
衛
す
る

た
め
に
田
本
に
駐
留
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
（
そ
れ
は
田
本
自
身
の
責
任
で

あ
る
）
、
韓
国
、
台
湾
、
お
よ
び
東
南

ア
ジ
ア
の
戦
略
的
防
衛
の
た
め
に
駐
留

し
て
い
る
。
）
（
在
日
お
よ
び
布
津
純
米

軍
基
地
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
米
軍
の

兵
班
の
目
的
の
た
め
に
あ
り
、
戦
略
的

な
広
い
意
味
に
お
い
て
の
み
日
本
防
衛

に
務
め
る
。
）
（
注
1
）

右
の
文
書
を
含
め
、
同
様
の
内
容
を

記
し
た
文
章
は
私
の
取
材
で
こ
れ
ま
で

に
3
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

－
　
当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
さ
な
か
。

日
本
防
衛
の
た
め
な
ら
「
核
兵
器
」
は
不

必
要
で
し
ょ
う
が
、
米
軍
は
ア
ジ
ア
の
戦

略
的
防
衛
の
た
め
に
い
る
。
だ
か
ら
、
日

本
の
藁
を
自
由
に
使
い
た
い
。
そ
の
な

、
か
に
「
畳
も
あ
る
わ
け
で
す
ね

2
0
0
9
年
日
月
2
7
日
、
岡
田
克
也

外
務
大
臣
の
委
嘱
で
発
足
し
、
私
も
参

加
し
た
「
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に

ヽ

関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
で
は
4
点
を

調
査
し
ま
し
た
。
（
注
2
）

①
1
9
6
0
年
1
月
の
安
保
条
約
改
定

時
の
、
核
特
ち
込
み
に
関
す
る
「
密

約」②
0
0
年
1
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
、

朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動

に
関
す
る
「
密
約
」

③
7
2
年
の
沖
触
返
還
時
の
、
有
事
の
際

の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
「
密
約
」

④
7
2
年
の
沖
納
返
還
時
の
、
原
状
回
復

補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
「
密

約」岩
国
基
地
に
存
在
し
た

も
は
、
具
体
的
に
は
核
兵
器
を
捨
鼓

し
た
米
軍
蛙
船
の
日
本
寄
港
・
滝
渇
帝
日

米
「
事
前
協
議
」
の
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
で
し
ょ
う
か
。

げ
ろ
こ
と
に
対
し
て
、
公
に
異
議
を
唱

え
な
か
っ
た
。
日
米
間
に
は
、
こ
の
間

題
を
深
追
い
す
る
こ
と
で
同
盟
の
運
営

に
障
害
が
生
じ
る
こ
と
を
逝
け
よ
う
と

す
る
「
暗
黙
の
合
意
」
が
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
）

つ
ま
り
、
「
寄
港
・
通
過
」
は
「
持
ち

込
み
」
と
は
通
う
と
い
う
論
理
で
す
。

日
本
政
府
は
核
搭
載
権
船
の
寄
港
の
可

能
性
を
知
り
な
が
ら
、
「
事
前
協
議
が
な

い
の
で
核
搭
載
巌
船
の
寄
港
は
な
い
」

と
虚
偽
の
政
府
答
弁
を
図
会
で
繰
り
返

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

i
－
－
穎
重
電
累
を
受
け
て
岡
田
外
相
は
当

時
、
米
海
軍
基
地
か
あ
る
神
奈
川
県
横
須

賀
市
や
長
崎
県
佐
世
保
市
を
訪
れ
、
市
長

に
謝
罪
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
深
刻
な
悶
題
が
あ
り
ま
す
。

米
海
兵
隊
が
6
6
年
に
山
口
県
の
岩
国
基

審
高
騰
鵬
諜
擁

2
月
2
日
米
ハ
ー
シ
ー
一
ア
州
の
税
関
同
腹
警
備
局
施
設
で
発
言

に
耳
を
傾
け
る
ト
ラ
／
ブ
大
統
領
。
こ
の
日
　
ト
ラ
／
フ
政
権
は
核

兵
器
の
役
割
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
新
た
な
接
戦
喉

（
N
P
R
）
を
尭
毒
し
た
。
（
提
供
　
A
P
 
A
F
L
O
）

そ
う
で
す
。
有
識
者
委
員
会
は
「
噌

黙
の
合
意
」
と
い
う
広
義
の
密
約
が
あ

っ
た
と
詩
論
づ
け
ま
し
た
。

（
（
日
本
政
腑
は
）
核
搭
載
艦
船
が
事

前
協
議
な
し
に
寄
港
す
る
こ
と
を
事
実

上
黙
認
し
た
。
米
国
政
府
は
、
日
本
政

府
が
一
方
で
核
籍
誠
艦
船
の
寄
港
も
事

（
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
駐
日
米
大
使
（
在

任
1
9
6
1
～
鯨
年
）
の
特
別
補
佐
官

を
務
め
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ッ
カ
ー
ド
氏

が
1
5
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
で
講
演
し
、

米
海
兵
隊
が
6
6
年
に
山
口
県
の
岩
国
基

地
内
に
核
兵
器
を
一
時
保
螢
し
、
同
大

使
の
強
い
抗
議
を
受
け
て
撒
壬
芋
と
、
い
レ

暗

に

獲

眼

暇

府
の
核
密
約
を
め
ぐ
る
調
査
に
よ
る

と
、
0
0
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
時
に

班
毎
ワ
l
　
が
あ
。
、
寧

く
抗
議
し
た
の
は
、
核
艦
船
の
寄
港
容

認
の
密
約
を
超
え
て
米
軍
が
核
兵
器
を

岩
国
基
地
内
に
保
管
し
て
い
た
た
め
と

み
ら
れ
る
。
）

－
　
（
軍
は
専
門
的
な
知
識
、
経
験
、
訓

綾
に
も
と
づ
く
そ
れ
自
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
持
つ
巨
大
会
組
織
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
で
も
、
政
府
が
簡
単
に
統
制
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
）
と
前
出
の
範
含
蓄
が
指

摘
し
た
と
お
り
、
恐
る
べ
き
事
態
が
起
き

て
い
た
の
で
す
ね
。

密
約
は
生
き
て
い
る

↓
の
沖
縄
に
つ
い
て
は
と
う
で
す

か。

（
当
時
）
　
の
会
談
で
「
広
義
の
轄
約
」

が
確
定
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
が
強

沖
縄
返
還
交
渉
で
も
米
国
は
、
米
軍

基
地
の
較
大
隈
自
由
使
用
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
6
9
年
5
月
2
8
日
、
米
の
国
家
安
全
保

障
会
議
（
N
S
C
）
は
「
国
家
安
全
保

障
決
定
メ
モ
1
3
号
」
（
N
S
D
M
1
3
）
を

決
定
し
ま
し
た
。
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
「
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム

（
へ
の
地
盤
）
に
つ
い
て
沖
縄
の
米
軍

朝
鮮
半
島
有
事
を
め
く
っ
て
は
、
日
本

へ
の
「
板
持
ち
込
み
」
と
も
う
一
つ
重

要
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
在
日
米
軍

基
地
使
用
の
問
題
た
。
国
際
法
の
一
元

的
解
釈
を
担
う
外
務
省
条
約
局
長
（
現

国
際
法
局
長
）
を
務
め
た
東
郷
氏
に
聞

く
0

－
－
朝
鮮
半
島
有
事
の
瞑
、
米
軍
が
日
本

の
基
地
を
自
由
に
使
え
る
か
ど
う
か
が
、

米
国
の
一
貫
し
た
関
心
事
項
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
日
本
が
占
領
状
態
か
ら

脱
す
る
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
（
1
9
5
1
年
9
月
8
日
署
名
）

に
よ
っ
て
で
す
が
、
米
国
は
占
領
終
了

後
も
在
日
米
軍
基
地
を
自
由
に
使
い
た

い
わ
け
で
す
。
5
0
年
6
月
に
は
朝
鮮
戦

争
も
勃
発
（
休
戦
は
5
3
年
1
月
物
日
）

し
て
い
ま
し
た
か
ら
。

そ
こ
で
、
平
和
条
約
署
名
と
同
日
の

「
吉
田
・
ア
チ
ッ
ン
交
換
公
文
」
　
で
、

朝
鮮
戦
争
勃
発
後
に
設
置
さ
れ
た
国
連

軍
に
参
加
し
た
各
国
軍
隊
を
日
本
国
内

及
び
そ
の
周
辺
で
、
日
本
が
支
持
し
、

「
施
設
及
び
役
務
の
諏
用
」
を
負
担
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

受
か
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
前
の
外
務
省
職
質
は
、
戦
争
の
可

能
性
を
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
も
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
蔽

終
手
段
と
し
て
餓
争
が
あ
る
わ
け
で
す
。

現
代
史
で
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
キ
ュ

ー
ハ
の
事
例
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
侵
攻
諸
国
に
対
し
、
英
国

の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
ら
が
ミ
ユ
ン
へ

－
　
こ
こ
が
原
点
な
の
で
す
ね
。
た
だ
、

独
立
国
で
あ
る
以
上
、
国
内
に
あ
る
他
国

の
基
地
使
用
に
つ
い
て
日
本
側
の
堅
官
権

を
確
保
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
事
前
協
議
か
必
要
で
す
し
、
そ
れ

は
核
兵
器
の
落
ち
込
み
に
つ
い
て
の
発
言

権
確
保
に
も
っ
な
が
り
ま
す
。

田
本
政
府
・
外
務
省
は
、
発
言
権
確

保
に
む
け
て
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
関
す
る

有
識
者
委
員
会
報
告
書
（
認
ペ
ー
ジ
参
同
）

で
は
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

（
日
米
両
国
は
1
9
6
0
年
の
新
安
保

条
約
繊
籍
の
際
、
岸
・
ハ
ー
ク
ー
交
換

公
文
に
よ
り
、
在
日
米
軍
が
日
本
か
ら

行
う
「
戦
闘
作
戦
行
動
」
を
事
前
協
議

の
対
象
と
す
る
こ
と
で
合
憲
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
両
国
は
非
公
開
の
「
議

事
録
」
（
M
－
ヨ
】
h
e
s
、
以
下
「
朝
鮮
議
事

録
」
と
す
る
）
に
よ
り
、
馴
銃
半
島
有

事
の
際
、
国
連
節
の
指
揮
下
で
行
動
す

る
在
日
米
範
が
在
日
米
距
基
地
を
使
用

し
て
直
ち
に
　
（
つ
ま
り
場
合
に
よ
っ
て

は
弾
前
協
議
な
し
に
）
博
醇
で
き
る
こ

と
で
合
意
し
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
調

査
で
確
認
さ
れ
た
。
）

ン
で
会
談
（
1
9
3
8
年
）
し
、
ヒ
ト

ラ
ー
の
要
求
を
入
れ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

青
ア
の
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
の
ド
イ
ツ
へ

の
割
譲
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
融
和
政
策
は
失
敗
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
翌

3
9
年
に
ポ
「
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
外
交

交
渉
に
浸
か
な
い
こ
と
が
あ
が
り
ま

した。
一
方
、
ソ
連
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
を

め
ぐ
っ
て
米
ソ
が
激
し
く
対
立
し
た
キ

し
か
し
、
原
文
（
3
7
へ
－
ジ
コ
ラ

す
。
米
国
の
要
求
を
丸
呑
み
し
て
い

げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
事
前
協

一
口
」
で
す
か
ら
、
日
本
が
「
一
方
的
に

撤
回
で
き
る
」
の
で
す
。
日
本
政
府
の

を
縛
ら
ず
に
、
国
民
に
素
直
に
相
場
e

I
I
⊥
皐
前
協
議
な
し
の
出
撃
を
認
め
る

と
、
「
米
国
の
戦
争
に
日
本
が
巻
き
込
ま
れ

る
」
と
の
懸
念
が
生
じ
ま
す
。
5
0
年
安
保

反
対
運
動
で
は
焦
点
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

そ
の
世
論
は
、
日
米
双
方
の
政
治
家

も
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

田
本
外
務
省
に
と
っ
て
も
朝
鮮
聾

録
は
不
本
意
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
沖
縄

返
還
交
渉
の
甥
で
「
修
正
」
に
向
け
て

努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
0
0
年
1
1

月
2
1
日
の
日
米
首
脳
共
同
声
明
で
は
、

事
前
協
議
な
し
の
博
蝶
に
つ
い
て
は
諾

否
を
留
保
し
、
佐
藤
首
相
に
よ
る
「
一

方
的
声
明
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

相
場
観
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
プ
レ
ス
・

ク
ラ
ブ
で
の
「
事
前
惟
謙
に
対
し
前
向

き
に
、
か
つ
す
み
や
か
に
態
度
を
決
定

す
る
方
針
」
と
い
う
発
言
で
す
。

I
I
事
態
が
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
は
惑
じ

ら
丸
ま
せ
ん
が
　
。

国
際
法
上
で
言
え
ば
、
「
一
万
的
発

ユ
ー
バ
危
横
（
1
9
6
2
年
）
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
。
米
国
は
海
上
封
鎖
と
い

う
「
最
大
限
の
圧
力
」
を
催
い
な
が
ら
、

ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
と
「
交
渉
L

L
、
ミ
サ
イ
ル
撤
去
を
実
現
し
ま
し
た
。

－
　
北
朝
鮮
の
金
玉
恩
委
員
長
が
競
争

で
叩
き
つ
ぶ
す
し
か
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
と
同

じ
か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

あ。

は
い
。
私
は
↓
今
は
圧
力
」
に
は
反

感
を
伝
え
て
い
ま
す
。
外
務
省
の
先
輩

た
ち
が
日
本
の
自
主
性
自
立
性
を
拡
大

し
よ
う
と
努
力
し
た
交
渉
だ
と
評
価
し

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
知
る
鈍
間
で
は
、
朝
鮮
半
島
に

か
か
わ
る
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
に
関

す
る
日
米
協
議
は
こ
の
状
態
を
維
持
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
保
障
関
連

法
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
一
都
行
使
を

容
認
す
る
肺
釈
改
憲
を
行
な
っ
た
こ
と

で
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
：
権
藤
深

く
み
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
す
。

日
本
の
自
主
性
自
立
性
を
守
る
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
と
能
力
を
日
本
政
府
、
と
く

に
外
務
省
と
肪
衛
省
が
持
た
ね
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
弱
ま
る
と
、
対
米
従

属
が
強
ま
り
ま
す
。
日
本
が
ま
だ
攻
撃

さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
ど
う
判
断
す
る
か
。
結
果

次
第
で
は
国
を
過
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヒ
ト
ラ
ー
と
同
じ
か

！
北
朝
鎧
を
め
く
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
外

対
し
ま
せ
ん
が
、
と
こ
か
の
時
点
で
、

北
訓
餅
と
は
最
大
限
の
交
渉
を
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
内
容
に

し
て
も
タ
イ
ミ
ン
グ
に
し
て
も
、
戦
後

外
交
の
真
価
が
問
わ
れ
る
、
本
当
に
大

き
な
事
態
だ
と
思
い
ま
す
。

聞
き
手
　
ま
と
め
i
俄
田
浩
之
〈
編
集
部
）

ヽ

1

－

－

＞

I

I

－

1

－

－

ノ

．
－
子
荒
蕪
語
諦
醜
議

し
の
寄
港
を
黙
認
す
る
態
度
を
と
り
続
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に
し
な
い
か
ぎ
り
、
仮
に
地
位
協
定
を
改
定
で
さ
て
も
、
米
軍
の
「
権
利
・
権
力
・
権
能
」
は
実
質
的
に
変
更
さ
れ

開
閉
開
聞
開
閉
閥
開
聞
開
聞
開
聞
聞
堅
固

に
参
議
院
で
、
安
倍
首
相
に

「
基
地
権
密
約
」

に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
解
禁
秘
密
文
書
割
引
日
脚
質
問
日
刊
u

し
か
し
安
倍
首
相
は
、

「
政
府
と
し
て
、
米
国
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
と
さ
れ
る
文
書
の
中
身
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は

適
当
で
な
い
と
考
え
ま
す
」

と
答
弁
し
て
、
追
及
を
か
わ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
外
務
省
解
禁
秘
密
文
書
「
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
交
渉
経
緯
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
解

禁
秘
密
文
書
の
「
墓
地
権
密
約
」
に
関
連
す
る
部
分
に
対
応
し
、
そ
の
存
在
を
裏
づ
け
る
記
述
が
あ
る
わ
け
で
す
。

だ
あ
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
公
開
さ
れ
た
文
書
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
ま
さ
に
日
本
政
府
の
公
文
書
の
中
身
の
問
題

で
も
あ
る
の
で
、
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
一
一
一
言
逃
れ
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

山
本
議
員
に
は
ぜ
ひ
、
こ
の
事
実
に
も
と
づ
い
て
、
安
倍
首
相
が
言
い
逃
れ
で
き
な
い
角
度
か
ら
、
「
基
地
権
密

約
」
、
に
つ
い
て
再
び
追
及
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

／
信
奉
木
津
宅
も
一
つ
け
煮
ず
葉
で
書
写
a

｛

音
新
し
い
日
米
合
同
委
員
会
の
第
－
回
会
合
の
記
録

「
基
地
権
密
約
」
文
書
が
、
「
新
し
い
合
同
委
員
会
の
第
一
回
会
議
の
記
録
に
入
れ
」
ら
れ
た
こ
と
を
間
接
的
に
示

す
、
ア
メ
リ
カ
政
府
解
禁
秘
密
文
書
が
あ
り
ま
す
。
（
一
九
六
〇
年
七
月
七
日
付
け
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
発
、

国
務
省
あ
て
「
秘
」
公
竃
、
「
薪
日
米
合
同
委
員
会
の
第
一
回
会
合
、
一
九
六
〇
年
六
月
二
三
日
」
）
。

当
時
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
一
等
書
記
官
で
、
日
米
合
同
委
員
会
の
ア
メ
リ
カ
側
政
治
顧
問
だ
っ
た
ロ
バ
ー

ト
・
ブ
イ
ア
リ
ー
氏
が
、
自
身
も
出
席
し
た
こ
の
会
議
の
概
要
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
に
も
秘
密
電
報
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
の
で
し
た
。

同
文
書
に
よ
る
と
、
そ
の
第
一
回
会
合
は
ま
さ
に
新
安
保
条
約
・
地
位
協
定
の
発
効
日
、
一
九
六
〇
年
六
月
二
三

日
に
、
外
務
省
の
一
室
で
日
米
合
同
委
員
会
の
日
本
側
代
表
が
議
長
役
を
つ
と
め
、
正
午
か
ら
二
時
間
弱
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
側
の
出
席
者
は
、
代
表
と
し
て
在
日
米
軍
副
参
謀
長
F
・
C
・
ス
テ
ル
タ
ー
海
軍
少
将
、
随
員
と
し
て

在
日
米
軍
か
ら
I
・
B
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
尉
、
W
・
T
・
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
大
佐
、
R
・
W
・
フ
ィ
ン
大
佐
、

。
L
・
、
P
・
エ
ン
サ
イ
ン
大
佐
、
C
・
A
・
フ
ェ
イ
ズ
ナ
ー
氏
、
大
使
館
か
ら
ロ
バ
ー
ト
・
A
・
フ
ィ
ア
リ
ー
一
等
書

記
官
の
計
七
名
。

l
ぅ
　
　
日
本
側
の
出
席
者
は
、
代
表
と
し
て
森
治
樹
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
、
随
員
と
し
て
外
務
省
か
ら
田
中
弘
人
民
、

一
－
¢
叫
東
郷
文
彦
ア
メ
リ
カ
局
安
全
保
障
課
長
、
ハ
タ
ノ
ヨ
シ
オ
氏
、
ウ
チ
ダ
ソ
ノ
氏
、
防
衛
庁
か
ら
ハ
ッ
ト
リ
ヒ
サ
ジ
参

e

i
i
　
因

み
寝
技
勘
乗
る
女
呑
み
筑
カ
に
凄
む
べ
き
憩
室
竺
ホ
し
、
釣
詩
的
に
詮
で

溝
十
月
三
十
】
伯
の
厨
鮒
に
垂
心
で
「
租
郵
緯
力
強
館
」
は
深
緑
の
寂
剣

牟
嚢
興
情
交
更
を
き
了
錠
の
下
匿
「
必
嬢
を
講
握
を
載
る
こ
と
が
乾
乗
る

と
穀
め
る
と
楽
に
「
必
饗
紀
応
じ
」
を
駒
室
こ
と
を
経
緯
し
て
泰
た
。
そ

Q
蜜
寅
に
塀
野
禽
蜜
ね
で
璃
綬
区
議
外
㌍
鍵
し
て
は
常
雄
と
し
て
あ
二
秘
方

が
馬
蜜
の
簿
齢
を
洩
る
種
苗
に
す
る
等
襲
茸
を
図
少
、
又
善
了
簾
幕
政
は

野
合
同
誌
烏
合
②
麟
穏
録
で
処
恕
す
‥
e
こ
と
と
し
て
東
条
は
三
幸
通
告
一

月
六
日
大
慶
挙
英
傑
は
争
い
で
イ
｝
－
シ
ナ
♪
し
な
ぅ

通
観
瑠
偉
㌍
停
す
る
や
鬼
〓
キ
ー
局
節
米
料
桑
は
、
人
に
軽
で
牢
r
h

絡
．
簿
．
並
み
霞
岳
票
↓
言
霊
・
富
田
し
て
は
∵
苧
行
雲
言


